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～   ひとりはみんなのために みんなはひとりのために   ～

≪熊本県の 児童生徒、ＰＴＡ会員（保護者、教職員）、
部活動指導者、ＰＴＡ活動支援者のための災害共済です≫

　学校で、部活動で、ＰＴＡ活動で、登下校中に、などの場面で事故に遭った場合の助けとなるのが、
熊本県ＰＴＡ共済です。
　児童生徒向けの「Ｐ災コース」、ＰＴＡ会員向けの「安互コース」があり、活動中や往復中の死亡・後
遺障害・負傷・急性の疾病・交通事故などに対応しています。児童生徒の皆さんの学校管理下での負傷・
急性の疾病については適用外となりますが、死亡・後遺障害・交通事故・歯の保険外治療、学校管理外
の教育活動中の事故については負傷・急性の疾病も含めて本共済からの共済金の給付を受けることがで
きます。保護者の皆さん（ＰＴＡ会員）については、ＰＴＡ活動に加えて学校行事への参加や部活動の
支援の際の事故にも対応しています。
　学校のＰＴＡが本財団と契約を結び、児童生徒・ＰＴＡ会員の皆さんのご加入を募っています。部活
動の外部指導者（校長委嘱）、ＰＴＡ活動の指導や支援をしてくださる方々もご加入いただけます。共済
掛金は年額で、毎年度 6 月までに加入手続きをしていただきます。
  昭和 50（1975）年に発足した熊本県ＰＴＡ災害見舞金制度に始まるこの共済制度は、これまでに多
くのご加入をいただき、被災者への共済金（前制度では見舞金）の給付を行ってきました。

一般財団法人 　熊本県ＰＴＡ教育振興財団
令和４年度　 熊本県ＰＴＡ共済のご案内

一般財団法人　熊本県ＰＴＡ教育振興財団
〒 860-0842　熊本市中央区南千反畑町３－７　（熊本県総合福祉センター４Ｆ）　　

１．共済掛金の額（令和４年度・年額）

＜ P 災コース＞
区　分 金額

小・中学校・義務教育学校の児童生徒 500 円
高等学校・高等専門学校の生徒等 800 円

部活動指導者
（ＰＴＡ教職員会員、外部指導者） 500 円

＜安互コース＞
ＰＴＡ会員（保護者会員 1 家庭） 150 円
ＰＴＡ会員（教職員会員 1 名） 150 円
ＰＴＡ準会員・事務職（1 名） 150 円

ＰＴＡ活動の指導者・支援者（1 名） 150 円

２．共済金の額（死亡、後遺障害、負傷）

Ｐ
災
コ
ー
ス

死　亡

学校教育外 3,000 万円
学校管理下 1,500 万円
交 通 事 故 500 万円
特　　　別 最高 600 万円

後遺障害
（１～ 14 級）

学校教育外 最高 3,000 万円
学校管理下 最高 1,500 万円
交 通 事 故 最高 500 万円

負　傷
学校教育外 最高 100 万円
交 通 事 故 ３万円・５万円
歯 科 特 別 規定額

安
互
コ
ー
ス

死　亡
活　動　中 500 万円
交 通 事 故 100 万円
特　　　別 最高 300 万円

後遺障害
（１～ 14 級）

活　動　中 最高 500 万円
交 通 事 故 最高 100 万円

負　傷
活　動　中 最高 30 万円
交 通 事 故 ３万円・５万円
歯 科 特 別 規定額

詳細は➡
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３．共済金給付の対象となる活動
＜Ｐ災コース＞

１．学校教育外
（１）単位ＰＴＡが主催または共催する児童生徒等

の活動（ＰＴＡ会長名で案内）

（２）単位ＰＴＡが主催または共催する活動で、児
童生徒等の参加が事前に認められているもの

（３）単位ＰＴＡの主催または共催する活動ではな
いが、部活動、学級、学年、学校単位で参加する
もので事前にＰＴＡ会長が承認したもの

（４）学校管理下ではないが、校長が委嘱した指導
者の指導監督によるスポーツ・文化活動で、事前
にＰＴＡ会長が承認したもの（部活動、学級、学
年、学校単位で参加するもの）

（５）これらの活動に参加するための正規の往復中
（スクールバス利用中・学校から許可された自転
車通学中の自損事故を含む。公共交通機関利用中
の交通事故は対象外）

２．学校管理下（負傷は対象外）

（１）教育課程に基づいて実施される諸活動
授業中、総合的な学習の時間、特別活動（学級活
動、児童・生徒会活動、クラブ活動、学校行事）

（２）教育課程外の教育活動
部活動、休憩時間中などでの活動

（３）指導者においては、部活動指導中（公務災害
等に該当する場合を除く）

（４）これらの活動に参加するための正規の往復中
（スクールバス利用中・学校から許可された自転
車通学中の自損事故を含む。公共交通機関利用中
の交通事故は対象外）

３．交通事故（公共交通機関利用中は対象外）

（１）給付の対象となる活動中、活動参加のための
正規の往復中の交通事故（スクールバス利用中の
交通事故・生徒等の学校から許可された原付バイ
ク使用中の自損事故を含む）

（２）校長またはＰＴＡ会長の承認により自校の児
童生徒等が参加する活動を応援するための正規の
往復中の交通事故（スクールバス利用中の交通事
故・生徒等の学校から許可された原付バイク使用
中の自損事故を含む）

＜安互コース＞

１．単位ＰＴＡの活動
単位ＰＴＡが主催または共催する活動（ＰＴＡ会
長が招集、委嘱、承認し会長名で案内するもの）
①　総会、役員会、運営委員会、専門委員会等の

諸会合並びにそれらの運営に関連する業務
②　学習活動、スポーツ・レクリエーション活動、

校外指導等
③　単位ＰＴＡを代表して参加する他団体等主催

の各種会合への参加
④　単位ＰＴＡ会長が特に委嘱した業務（他団体

等との連絡・交渉業務）
⑤　これらに参加するための正規の往復中（自転

車使用中の自損事故を含む。公共交通機関利用
中の交通事故は対象外）

２．郡市区町村ＰＴＡ団体の活動
郡市区町村等のＰＴＡ連合会等の団体が主催また
は共催する活動（団体の会長が招集、委嘱、承認
し会長名で案内するもの）
①　総会、役員会、運営委員会、専門委員会等の

諸会合並びにそれらの運営に関連する業務
②　各種研修会、スポーツ・レクリエーション大

会等への参加
③　郡市町村ＰＴＡ連合会等を代表して参加する

他団体等主催の各種会合への参加
④　郡市町村ＰＴＡ連合会等の会長が特に委嘱し

た業務（他団体等との連絡・交渉業務）
⑤　これらに参加するための正規の往復中（自転

車使用中の自損事故を含む。公共交通機関利用
中の交通事故は対象外）

３．熊本県・熊本市・九州・全国の PTA
　　団体等の活動
熊本県や熊本市のＰＴＡ団体の規約で規定された
活動（団体の会長が招集、委嘱、承認し会長名で
案内するもの）
①　総会、役員会、理事会、委員会等の諸会合並

びにそれらの運営に関連する業務
②　各種研修会等への参加（九州や全国のＰＴＡ

団体のＰＴＡ研究大会等）
③　熊本県や熊本市のＰＴＡ団体を代表して参加

する他団体等主催の各種会合への参加
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④　熊本県や熊本市のＰＴＡ団体の会長が特に
委嘱した業務（他団体等との連絡・交渉業務、
他県の視察など）

⑤　これらに参加するための正規の往復中（自転
車使用中の自損事故を含む。公共交通機関利用
中の交通事故は対象外）

４．学校行事など
①　単位ＰＴＡが所属する学校の行事、市区町村

等の教育委員会等の行政機関が実施するＰＴＡ
に関する事業への参加

②　これらに参加するための正規の往復中（自転
車使用中の自損事故を含む。公共交通機関利用
中の交通事故は対象外）

５．交通事故（公共交通機関利用中は対象外）

①　給付の対象となる活動中、活動参加のための
正規の往復中の交通事故（スクールバス利用中
を含む）

②　校長またはＰＴＡ会長の承認により自校の児童
生徒等が参加する活動を応援するための正規の往
復中の交通事故（スクールバス利用中を含む）

４．共済に加入するには・・・
（１）加入等の手続きは、児童生徒等、ＰＴＡ会員

の在籍する学校の単位ＰＴＡを通して行います。
（２）加入ご希望の場合は、単位ＰＴＡに加入申

込書と規定の共済掛金を提出してください。
（３）保護者、教職員は、（児童生徒等の）在籍す

る学校の単位ＰＴＡの会員であることが、加入
の条件になります。

（注）本共済の契約者は、各学校の単位ＰＴＡと
なります。単位ＰＴＡで本共済への加入が決定
されている場合に、児童生徒等、ＰＴＡ会員の
皆さんの本共済へのご加入が可能になります。

５．共済加入についてのご注意
（１）共済期間は１年間（４月１日～翌年３月 31

日）ですので、年度ごとに加入手続きが必要に
なります。（単位ＰＴＡから案内があります）

（２）年度途中での加入も可能です。ただし共済
期間は、本財団指定の金融機関への共済掛金納
入の翌日から当該年度末までとなります。

（３）共済期間が 1 年間である場合は、入学式前や
卒業式後においても、共済期間中であれば、当該
年度に所属する学校・学級等やＰＴＡの活動にお
ける被災については、共済の対象となります。

６．共済契約上のご注意
（１）共済期間を１年間（４月１日～翌年３月 31

日）とするためには、共済期間開始前に単位Ｐ
ＴＡによる加入予定申し込みをお済ませくださ
い。

（２）単位ＰＴＡによる正規の共済契約は、共済
期間開始後、当該年度の６月 30 日までにお済
ませください。（指定金融機関で加入者分の共済
掛金の納入をしてください）

（３）単位ＰＴＡでは、共済加入ご希望の方から
共済加入申込書の提出を受け、これを保管して
ください。（被災した場合に、加入確認のため必
要になることがあります）

（４）共済期間中に転出入のある場合は、単位Ｐ
ＴＡより本財団までご連絡ください。熊本県外
に転出されると、転出者についてはその後の被
災は共済の対象となりません。またこの場合、
加入者からの請求により共済掛金の一部が返還
される場合があります。

７．共済金が給付されないのは・・・
（１）加入していない場合
（２）共済期間外に発生した災害である場合
（３）公共交通機関を利用中の災害である場合（航

空機、船舶、鉄道、路面電車、バス、タクシー等、
料金を支払うもの）

（４）事故等の原因が加入者の故意による場合、
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または故意による犯罪行為の場合（無免許、飲酒、
自殺など）

（５）公務災害や労働災害の適用を受ける場合
（６）地震、噴火またはそれに伴う津波などの非

常災害、戦争などの場合
（７）妊娠・出産が原因となる場合、食中毒
（８）日本国外での被災
（９）災害発生から２年を経過した後に事故等の

報告がなされた場合
（10）活動場所への往復にローラースケートや

キックボードなどの遊具を使用した場合

８．被災したら・・・
（１）なるべく早く医療機関を受診し、単位ＰＴＡ

を通して、事故報告を行います。（被災者から単
位ＰＴＡへの報告は事故の発生から 30 日以内）

（２）被災者の死亡、後遺障害の確定、被災によ
るけがや疾病の治療が終了した時点で、単位Ｐ
ＴＡを通して共済金給付請求手続きを行います。
指定された書類をそろえて単位ＰＴＡに提出し
てください。

（３）本財団の審査委員会での審査を経て、共済
金給付が決定された場合に、被災者（あるいは
その保護者など共済金を受け取るべき者）の指
定する金融機関の口座への振り込み等によって
共済金が給付されます。

（４）共済金給付は 1 事故につき 1 回のみです。
治療途中で給付を受けた場合は、その後の追加
の給付はありません。また、負傷共済金は診療
実日数 180 日を限度とします。

熊本県ＰＴＡ共済に関するご質問等は・・・
一般財団法人　熊本県ＰＴＡ教育振興財団の共
済担当までお問い合わせください。

（共済契約の手続き）　 0800－200－5553
（共済金請求の手続き）  096－223－7119
ＦＡＸ：０９６－２２３－７１１７
HP：http://www.kumamoto-psai.net/
電話受付時間：９：００～１７：００（月～金）

９．共済金給付の例
高校生が、部活動中の落下による頚髄損傷で、まひ状態になっ
た場合（学校管理下）

（Ｐ災コース・後遺障害共済金）

中学生が、部活動中に打撲により前歯が２本破折したため、保
険外の治療が必要になった場合

（Ｐ災コース・歯科特別共済金）

小学生が、夏休みプール開放参加中にプールサイドで転倒し負
傷した場合（ＰＴＡ活動）

（Ｐ災コース・負傷共済金）

高校生が、県外での部活動練習試合に参加中に熱中症となり医
療機関を受診した場合（ＰＴＡ会長承認）

（Ｐ災コース・負傷共済金）

高校生が、県内での部活動練習試合に参加した帰りに部所有の
マイクロバス乗車中に交通事故に遭った場合（ＰＴＡ会長承認）

（Ｐ災コース・交通事故負傷共済金）

中学生が、自転車通学中（学校の許可有り）に、左折車に巻き
込まれ、負傷した場合

（Ｐ災コース・交通事故負傷共済金）

中学校の部活動外部指導者が、部活動指導中に転倒し、骨折し
た場合

（Ｐ災コース・負傷共済金）

高校生が、学校の昼休み時間に、急性心不全で死亡した場合（学
校管理下）

（Ｐ災コース・特別共済金）

部活動指導者である小学校のＰＴＡ教職員会員が、ＰＴＡ主催
のミニバレーボール大会の練習中にアキレス腱を断裂した場合

（ＰＴＡ活動）
（Ｐ災コース・負傷共済金）

ＰＴＡ保護者会員が、ＰＴＡ食バザーの準備中に鍋に触れてや
けどを負った場合

（安互コース・負傷共済金）

ＰＴＡ保護者会員が、夫婦で小学校運動会の綱引きに参加し、
二人とも転倒して負傷した場合（夫婦ともに給付）

（安互コース・負傷共済金）

入学式に、生徒の保護者が両親とも出席できなかったので、代
理として出席した祖母が、学校の階段から転落して骨折した場
合（保護者代理）

（安互コース・負傷共済金）

ＰＴＡ地域清掃活動に参加した共催の地域老人会会員（予め安
互コースに加入した支援者）が、蜂に刺された場合

（安互コース・負傷共済金）

ＰＴＡ会長が、市教育委員会主催の研修会に参加した際、帰路
で交通事故にあった場合

（安互コース・交通事故負傷共済金）

小学校の授業参観に参加した保護者が、校内の階段から転落し
て骨折した場合（学校行事）

（安互コース・負傷共済金）

中体連主催の試合に出る中学生を会場まで自家用車で送った際に、
信号待ちで停車中に追突され、運転していた母親が負傷した場合

（安互コース・交通事故負傷共済金）


